













































































本研究の対象は T 園の保育者と園児とした．T 園
の園児数（定員）は年長児 70 人，年中児 70 人，年

















































































































































































































































































































































































































































T 園の 4 歳児の保育室は 5 歳児の隣りにあり，園



































































































































ら，4 歳児，3 歳児で行う遊びを検討した． 
ほかにも，クラスの中に体を動かすことが好きな
子と苦手意識をもっている子，または初めてのこと
に慎重で見ている子どもなど個人差を考慮し，その
子に合ったねらいや関わりを検討した． 
この研究期間を通して，「今まで逆上がりでは，逆
上がり機（補助板）を使ったり，足を上に蹴り上げ
ることを指導していたが，ダンゴ虫のポーズを教え
ることで腕を曲げる，おなかをくっつけるというこ
とが自然にでき，子どもがイメージしやすい声かけ
ができるようになった」「以前より，具体的でわか 
りやすい声かけができ，指導しやくすなった」と
指導の仕方に変化が見られた．また，「講師が行った
運動遊びを，日々の保育に取り入れていこうとする
気持ちが保育者の中に増した」と回答するなど，園
全体の雰囲気にも変化が見られたようであった． 
子どもが上手にできなかった場合，保育者は子ど
も自身が解決の方法を考えるには，どうしたらよい
図4：運動遊びに参加する保護者の様子 
鉄棒（ダンゴ虫）の補助をする（左），園児と向かい合ってキャッチボールをする（右） 
 かを考え，ときには，子どもと一緒に考えることが
必要である． 
失敗は一度とは限らないし，方法が上手く見つけ
られずに断念することもあるだろう．そのような「悔
しかった経験」もまた，子どもたちの心身の成長に
つながると考えられる．日々の保育で，子どもが「自
分の力でやった，できた」という主体性や自立への
育ちを見出し，保育者としての喜びを感じられる
日々をどうつくるかが求められている．2）このよう
に，運動遊びを通して，一人一人の保育者が試行錯
誤を繰り返しながら，この保育の醍醐味とも言える
「援助」を考え実践していくことが大切であると共
通の理解を深めた． 
（5）保護者の意識変化 
T 園の保護者に対するアンケート結果（表 1）では，
日ごろ，幼稚園でどのような運動遊びをしているの
かについて関心がある保護者が多かったこともあり，
保護者に対し，子どもにとって必要な運動遊び，や
る気が出る声かけなどの援助のあり方，補助の方法
について理解を深めてもらうために，毎月の運動遊
びの時間の手伝いを募った．小学校の体育館に初め
て入る保護者も多く，その広さに驚いたり，体育器
具を組み合わせたサーキット遊びや意欲的に取り組
む子どもたちの姿を興味深そうに見ていた． 
講師が子どもに対し，運動の指導をしながら，補
助の仕方を保護者に伝えた．鉄棒の逆上がりができ
るようになるための基礎的な力の養い方（ダンゴ虫
のポーズ）や，回転の際に腰を下から支える補助の
方法，ボール投げをする際の足，腰の動きについて
熱心に聴き，体得していた（図 4）．適切に補助をす
ることで，思わぬけがを防ぐこともでき，親子で一
緒に，公園などで遊ぶ際にも役立つ技術が身に付い
たと思われる． 
保護者の中には，自分の子どもの運動遊びの様子
や，運動能力も分かることから，毎月参加する保護
者も見られた．幼稚園における子どもの生活の様子，
成長を保護者が実際に見ながら，園の活動への理解
や協力を得るという点からも有意義な取り組みで
あった． 
Ⅳ．研究のまとめ 
（1）研究の成果 
T 園の保育者は「子どもが自分から体を動かすた
めにどうすべきか」という視点をもつこと，とび箱
を跳び越したり，逆上がりをするためには，多くの
遊びを通して身に付く能力が大きく関与しているこ
とを共通理解した．また，サーキット遊びなど環境
設定や一人一人に合った援助を行うこと，安全な補
助の仕方が理解できるようになった． 
園児について，「自分から戸外で体を動かす遊びを
したり，とび箱や鉄棒などを意欲的に練習したりす
る姿が増した」「体を動かすことが苦手な子も運動遊
びに喜んで参加するようになった」「サーキット遊び
を通して，体のいろいろな使い方を覚えたことで体
がうまく使えるようになってきた」と保育者は変化
を感じることができた．また，運動の場面以外にも，
「列で並ぶ，集まるなどの行動のすばやさにも影響
があったように思う」「何事にも挑戦する気持ち」「最
後までやる粘り強さ」など園での生活や精神面への
変化，「友達と力を合わせて取り組む充実感などを感
じながら活動に取り組む姿が多く見られた」など，
社会性が高まっていくことを感じることができた． 
さらに，保護者に対してアンケートを行ったり，
活動に参加する機会を設けたりすることで，運動遊
びに興味や関心が深まり，子どもと一緒に体を動か
す楽しさを感じながら，子どもが楽しく体を動かす
ための保護者の役割を考えるきっかけとなったと思
われる． 
これらの結果，さらに，「運動遊びを楽しみにする
雰囲気が増した」「とび箱など年長が取り組んでいる
姿を見て年中もまねして取り組んでいた」というよ
うに，園全体に運動遊びを楽しむような環境が生じ
た． 
（2）今後の課題 
本研究では，多様な動きを経験，獲得するために，
大学，保護者と連携をして，小学校の体育館などを
使用し運動遊びを行った． 
今後は，日々の保育の中で多様な経験ができるよ
う環境設定を行い，体力や運動能力を高めていける
ようにしていきたい．また，子どもの「やりたい」
という，意欲が向上するように子どもが巧みさや回
数，時間などの達成度を実感し，目標とすることが
できるような評価の仕方について工夫をしていきた
い． 
T 園を卒園した子どもたちが，小学校において発
展的な，学びをするために，小学校の体育の授業を
見学したり，小学校の先生から助言を受けたりして，
 就学前に必要な力を育てるための情報やニーズを把
握しておきたい． 
また，今後も保護者と連携して，継続的に運動遊
びを行うことで，どのような運動遊びを家庭で取り
入れていくとよいか，また，親子の関わり方を伝え
ることで，幼稚園と家庭が協力をして子どもを支え
ていきたい． 
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